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緒 言

1910年Harden及 びYoung1)がHexose-

diphosphorsaureを 合 成 し,且 つ 分 解 す る

Phosphatase(以 下Pht.と 略 す)の 存 在 を証

明 して よ り, Pht.は 幾 多の学 者 に よ り研究 せ

られ,其 の分 布,性 状.及 び生 体 内に おけ る

生理的意 義 も次 第 に闡 明せ られ るに 至 つ た.

然 しPht.の 研 究 の 複雑性 は容 易 に諸 家 の成

績の一 致を許 さず,な お 多 くの研 究 の 余地 を

残 してい る.

尿 のPht.の 研 究 に つ い て は, 1925年

Demuth2)の 健 康 人 尿 中Hexose-Pht.に よつて

初め て行 わ れて 以来,次 第 に 幾 多 の報 告が み

られ る様 に なつ た.

先づ 正常 人 尿 中に おけ るPht.に つ い て,

文献的 に之 をみ るに,前 述 のDemuthに 次 い

で, Waldschmidt-Leitz-Nonnenbuch3) (1935)

は 尿 中には 専 らAcid-Pht.(以 下Ac.-Pht.

と略 す)の み が 存在 し,之 は赤 血 球 中に あ る

Ac-Pht.が 崩 壊 して尿 中に 出 る と主張 した .

 Walberg4)は 尿 中Pht.は 人 尿 に おい ては 同一

個 体で も一 日中 の各時 間 に お い て動 揺烈 し く,

又 男性 尿 は女性 尿 よ り尿Pht.の 活 性 度 大な

りと言い,之 は 前立腺Pht.の 混入 に よる も

の で あ ろ う と説 明 し て い る. Kutscher u.

 Worner5)は 尿Pht.の 至 適pHは, 4～5で あ

る事 をつ き とめ,そ の起 源 の大 部 分 は 前立腺

であ る と唱 えた .又 尿Pht.は5～6日 間 透

析 して もそ の活 動 性 に 変 化 は ない が,高 温

には不安 定で60℃ で 完全 に 活動性 が な くな

ると述べ てい る. Domochowsky-Assenheim6)

は 尿 中 に 至 適pH5.4～5.6のGlycero-Pht.

を見 出 した.そ して彼 等は 尿Pht.は 腎 組織

か ら由来 して いて,酸 化,還 元酵 素 と協合 作

用 を な し,糖 が 腎細 管 の 中へ 逆吸收 され る様

に 働 い て い る と主 張 して い る. Bamann u.

 Salzer7)は 人尿 にお い て,そ のPht.の 至 適

pHは5.5で あ る とい つ てい る.最 近Scott-

Huggins8) (1942年)の 研 究 に よ り尿Pht.の

研究 は 著 しい 進 展 をみ る事 に なつ た.彼 は 老

若 男女125人 につ い て2300回 の測 定 を 行 い

次 の 如 く述 べ て い る.即 ち成人 男 性 の 尿 中

Ac-Pht.は 女 性 及 び老 人,子 供の それ に比 し

その 力価 が 高い.之 は 前立 腺分 泌液 が尿 中に

混 入 す るか らで あ る と説 明 し,又 更 に去 勢 せ

る男 性 の尿Ac-Pht.は 低 値 を 示す が,之 に

Androgen注 射を す る と次 第 に増 量 して来 る

事 は興味 あ る事 で あ る と云つ て い る. Clark9)

は尿Ac.-Pht.の 測定 を通 じて,性 的刺 戟 に

対 す る前立 腺分泌 機 能 の反 応状 態 を知 る事 が

出 来 る と述 べ て い る.

仁邦にお い ては,梅 野10)が 正常 人 尿中 に,

Ac.-Pht.が 微 量存 在 す る とい ゝ,堀 井11)も 正

常 人 尿 中に はAc-Pht.が 多 く,又 男 性 の方

が 女 性 よ りも多い と述 べ てい る.忠 田12)及 び

横 田13)は犬 の 輸尿 管 よ りカテ ー テル に よ り採

取 した 尿Ac-Pht.に お い て,雌 雄 の差 を 認 め

な かつ た.又 出来14)は 人 尿 にお い て腎分 離 尿

と自 然 尿 とのAc-Pht.を 比 較 し,男 性 に お

い ては 前者 は 後者 よ り少 く,又 腎分 離 尿に お

い ては,男 女 の差 は余 りみ られ なか つ た と述

べ てい る.又 落合15),も 男 性 尿 中Ac.-Pht.は

主 として前立 腺 分泌 液 に よる と主 張 してい る.
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次 に 実験 的病 的 状 態 に於 け る動 物 の尿 中の

Pht.の 研 究 につ い ては,梅 野10)は 家 兎 に種 々

の腎 臓 毒 を投 与 して実験 的 に腎 臓 炎 を起 さし,

そ の腎 臓 の β-Glycero-Pht.の 活 性 度 は正常

家 兎 のそ れ に比 し, 1/2～1/3に 減 少す るを見 た

が,尿 中のPht.に は何 等 変化 を 認め なか つ

た.堀 井,富 川16)も 家 兎 に諸 種 の腎 臓 毒 を投

与 し,実 験 的腎 臓 炎 を起 さ しめ,そ の 尿Pht.

を測 り余 り 大した 変 化 をみ られ なか つ た と述

べ てい る.

然 し忠 田12)横 田13)は 犬 にUranium nitri

cumを 静 注 してUran腎 炎 を起 さし,そ の尿

Ac.-Pht.を 測 り何 れ も正常 尿 に比 し,そ の活

性 度 の増 大 をみ た.更 に横 田13)は 正常 犬 の腎

臓Pht.を 測 り,尿 生 成 部 た る皮質 に お い て

最 も強 力 なPht.を 証 明 し,そ の至 適pHは

9.6及 び5附 近 に 認 め て い る.堀 井17)は

Ringer, Locke氏 液 の長 時環 流 に よれば 腎 組

織 特 に主 部 上皮 細胞 体に比 較 的著 明 の組 織学

的 変化 を 示 し,又 此 の際 腎Pht.の 著明 な減

少 を来 し,そ れ につ れ て尿 中Pht.の 出 現 を

み た.従 つ て,主 部上 皮のPht.は 小 管管 腔

に排 出 せ られ る と述 べ てい る.又 大 野18)も 実

験 的 腎障 碍 におい て,尿Pht.は 増 量 し,腎

臓 のPht.は 減 少す る といつ て い る.又 堀井

19)は家 兎 の腹 腔 内 或 い は 消 化 管 内にTaka

diastaseの 溶 液 を 注 入 す る に,そ のAc.-

Pht.が 血 清 に移行 して,血 清Ac.-Pht.が 高

ま り,更 に之 が 尿 に移 行 し,尿 中Pht.が 高

ま るを認 めた.福 田20)は 実 験的 犬 の閉 塞性 黄

疽に お い て,血 清Al-Pht.は 著 し く増 量 した

が,尿Pht.に は変 化 はみ られなか つ た.出

来21)は 犬に おい て輸 精管 切断 術及 び 去勢 術 を

施 行 せ ば,そ の尿Ac.-Pht.は 幾 分減 少 する

を 認 めて い る.

次に 各種 疾 患 に於 け る人 尿 中せPht.に 関 す

る研 究 は 余 り多 くは な いが,本 邦にお い ては,

先 づ岩 鶴22)は 慢性 骨髄 性 白 血病 の際,血 液,

血清,及 び尿 中 のPht.は 著 し く増 加 し,そ

の増 加は 白血球 の破壊 に よ り増 加す る もので

あ る とい つ て い る.南 条23)も 同病 に おい て,

 X線 照 射 すれ ば,血 液Pht.は 減 少 し,白 血

球 の崩 壊 に よ り,そ のPht.は 血 清 中に遊離

せ られ 血清Pht.の 増量 を 来 し,更 にそれは

尿 中 に移行 して 尿Pht.が 著 し く増加 す る と

のべ て い る.然 し宮野24)は 同 じ く骨髄性 白血

病 に て 尿Ac.-Pht.は 増 量 しない といつてい

る.一 方 堀 井 は重 症 性 結 核 症 に おい て,尿

Ac.-Pht.の 増 加 を 認 めて い る.又 宮野25)は

黄疽 を伴 つた 肝 疾患 に お い て血 清Al.-Pht.は

甚 しい増量 を認 め たが,尿Al-Pht.に つ いて

は 幾 分増 量 した もの もみ られ るが,概 して正

常 範 囲 の ものが 多 い と述 べ てい る.荒 木26)は

胸 廓成 形 術 後,尿Pht.を 測 り, Ac.-Pht.は

術 後 著明 に減 少 す るが, Al-Pht.に は変化 は

見 られ なかつ た といつ て い る.又 宮 崎27)は 前

立 腺 肥 大症 にお い て, X線 照 射 及 び ナイト ロ

ゼ ンマ ス ター ド及 び女 性 ホ ル モ ン等 を投 与 し,

その 尿Ac-Pht.の 変 動 を み るに,何 れ も減

少 を 認 め,男 性ホ ル モン 投 与 に よ り増加 を認

あた.落 合15)は 前立 腺 肥 大 症及 び 前立腺癌 に

おい て は,そ の尿. Ac-Pht.は 高値 を示 し,

外 科 的 手術 に よ り減 少 す るを認 め,又 類宦 官

症 及 び男性 仮性 半陰 陽 では,前 立 腺 の分泌が

少 く,従 つ て尿Ac-Pht.も 減少 を 認め脳下

垂 体移 植 に よ り稍 増 加を 示 した. Huggins8)

も前立 腺癌 にお いて,そ の尿Ac.-Pht.の 増

量 を 認め,前 立 腺別 出 術 或い は除 睾 術に よ り

そ の減 少 を認 め てい る.出 来14)は そ の詳 細な

研 究 に おい て次 の様 な結 果 を報 告 してい る.

即 ち1)　 男子 急性 尿道 淋 の尿Ac.-Pht.は 正

常 人 の それ に比 し同 等 か 或 いは幾 分低下 して

い る, 2)　正常 及び淋 菌性 前立 腺 炎 において,

前立腺 マ ッサ ー ジを行 い,前 立 腺 の分 泌 を促

した 尿に つ いて そ のAc-Pht.を み るに,非

常 に 強 力なPht.力 価 を 認 めた が両 者 の差は

余 り認 め られ な かつ た. 3)　前立 腺 癌 及び前

立 腺 肥 大症 に おい ては,正 常 人 に比 し著明 に

増強 を示 した.こ の 事は 血 清AC.-Pht.の 増

量 と同様 診断 的 に 重 要な 意 義の あ るもの と思

われ る. 4)　射 精 液 中に は非 常 に 強 力なAc.-

Ｐht.が 存 在 し,精 子無 力症,精 子減 少 症,無

精 子 症患 者 にお い ては,精 液 及 び 尿 中Ac.-

Pht.は 何れ も正 常 人 のそ れ に比 じ減 少を 示
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した. 5)　各 種腎 臓 及び膀 胱疾 患 は 男女 分 離

尿 中のAc.-Pht.力 価 に影 響 を与 え な い. 6)

　腎及 び 睾 丸 に お い て, Ac.-Pht.の 方 がAl-

Pht.よ りも強 く証 明 され た と述 べ て い る .一

方 波戸28)は 前立 腺癌 に お い てそ のAl-Pht.排

泄商が異 常 に低 値 を とる事 を主張 してい る.

扨て,悪 性 腫 瘍 と尿Pht.に つ い ては,上

述のHuggins,落 合,出 来 の前立 腺癌 に おい

て血 清Ac.-Pht.と 同 様 増量はを示 す との 報告

が あ るのみ で あ る.私 は 弦 に主 として種 々な

る外 科的 悪性 腫 瘍 疾患 を 対 象 として,そ の尿

Pht.の 測定 を行 い一定 の成績 を得 た ので之 を

報告 す る.

実 験 方 法

試験 尿は すべ て 午前10時 よ り12時 の間 に

自然排 尿せ しめ,な るべ く速 く実験 に供 した .

なお尿 はす べ て遠 沈 し,更 に 濾 過 し,そ の濾

尿を10ccと り,予 め その 含有 せ る無 機燐 を

排除 す るため に,Fish-skinのCondomeに て

24時 間透 析 し,そ れ を 酵 素液 として血 清 の場

合 と同様 そ の力 価 をShinowara-Jones-Rein

hart29)法 に て測 定 し,比 色 に はKlett-Sum

mersonの 光電 比色 計 を用 いた.な お透析 に よ

る原尿 の稀 釈度 に よ る力 価 の 変動 は,後 にて

原 尿10ce分 に換 算 した.又Pht.力 価 の単 位

は便 宜上 血 清 の 場 合 と同 様S.-J.-R.U ./dl.

(以 下S. U.と 略 す)で 現 わ した 基 質 のpH .

は アル カ リ性 にお い ては10,酸 性 にお い ては

5の 附近 と した .

実験成績並びに考按

Ⅰ　 正 常 人 尿 中 のPht.値(第1表 参 照) .

第1表 に よれ ば,正 常 男 性4例 に お け る 尿

中Ac.-Pht.は, 2.7～6.2 S. U.(以 下S. U.

は 略)で 平 均 値 は4.05,女 性4例 は3.6～7.2

で 平 均 値4.98で, Kutcher5) Walbergs4),

 Huggins8),出 来14),落 合15)等 の い う程 そ の 差

は見 られ な か つ た .一 方Al.-Pht.に つ い て は

男 性0～0.1で 平 均 値0.03,女 性 同 じ く0～

0.1で 平 均 値0 .03を 示 し,男 女 と もAc.-Pht.

に 比 し非 常 な 低 値 を 示 し た 事 は,内 外 諸 家 の

説 と一 致す る処 で あつ て,人 尿に おけ る至適

pHは 大体 に5の 附 近 で あろ うといえ る.而

してAc.-Pht.に お いて 自後 多数 の症例 値 よ

りして,判 定 として10.1以 上 を(+)と し,

 2以 下 を(-)と し, Al-Pht.に ては0.51以

上(+)と した.

第1表　 正常 人尿のPht.値

Ⅱ　種 々なる外 科 的 疾 患におけ る男 女 別 尿

Pht.値(第2表 参照).

第2表　 種 々な る外科的疾患患者 に於け る

男女別尿Pht.値

第2表 に よれ ば,種 々な る外科 的疾 患 につ

い て男性36例,女 性28例 の 尿Ac-Pht.の

平 均値 は 男性 にて11.05,女 性4.30で 男性 の

方が 遙か に 高値 を 示 してい る.又Al.-Pht.に

お いては,男 性23例 の平 均値0.47,女 性20

例 の 平 均 値は0.27で,や は り男 性 の 方が 倍

近 く高値 を示す 事 は,尿Pht.が 男性 にお い

て その生 殖 器 系統 の或 る要 素,例 え ば前立 腺

分泌 液等 の影 響等 が 考 え られ る.

Ⅲ　 悪 性腫 瘍 患者 の 尿Pht.値(第3表 参 照).
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第3表　 悪 性 腫 瘍 患 者 の 尿Pht.値

種 々な る悪性 腫 瘍 患 者 につ い て,男 性24

例女 性13例 の 尿Pht.平 均値 をみ るに,男 性

14.57,女 性2.90で,男 性 が 遙 か に 高 く,

 10.1以 上 の陽性 を示 した ものが24例 中10例

で41.7%の 陽 性 率 を 示 してい る.一 方Al.

Pht.に つ い ては,男 性12例 の 平 均値0.62,

女 性10例 の平 均値0.26を 示 し,や は り男性

の方 が 高 値 を 示 し0.51以 上 の陽 性 を 示 した

もの が12例 中6例 で, 50%と なつ て い る.

そ して 男女総 平 均値 を見 るに, Ac.-Pht. 10.45

で 陽性 率27%を 示 し, Al.-Pht. 0.46で 陽 性

率36.4%と な つ てい る.

Ⅳ　 非悪性腫瘍患者の尿Pht.値(第4表 参

照).

第4表　 非 悪 性 腫 瘍 患 者 の 尿Pht.値

次に 非悪 性 腫 瘍患 者 につ い てみ るに, Ac.-

Pht.は 男性12例 の平 均値 は4.01で 陽性 例 は

1例 で陽 性 率8.3%を 示 し,女 性15例 の平 均

値 は4.87で 陽 性例 は2例 陽性 率13.5%を 示

し,大 体 男 女 の差 は 余 りみ られ なか つ た .一

方Al.-Pht.は 男 性10例 の 平 均値0.33で3

例 の陽性 例 あ り陽 性 率33.3%を 示 し,女 性 は

10例 の平 均値 は0.17で 陽性 例 な く男 性 の 方

が 高値 を示 して い る.而 して男 女 あ わせ て の

総 平 均 値 はAc.-Pht. 4.49,陽 性 率11.1%,

 Al-Pht. 0.25で 陽性 率15%を 示 し,之 を第

3表 の悪 性 腫瘍 群 に 比す れ ば, Ac.及 びAl-

Pht.共 に 悪性 腫 瘍群 の 方が 遙 か に高値 を示 し

てい る.

Ⅴ　 悪 性 腫 瘍 患 者各 群 の尿Ac.-Pht.値(第

5表 参 照)

第5表　 悪性腫瘍患者各群の尿酸性Pht.

第5表 の 如 く,如 何 な る系統 の 器官 の 悪性

腫 瘍 疾患 群 に お いて,そ の 尿Ac.-Pht.の 増

量 が み られ たか を 区別 してみ るに,最 も高値

を示 した ものは,骨 系疾 患 群4例 で,そ の平

均 値35.32で4例 中3例 陽 性 で陽 性 率75%を

示 してい る.次 い で泌 尿生 殖 器 群 の9例,平

均 値は14.99,内4例(+)で 陽性 率44.4%

で,こ れに続 くに 結腸 群 の6例,平 均値10.06,

内2例(+)で 陽性 率33.3%の 順 になつ てい
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る.

そして,興 味あ る事は

癌性腹膜炎群に おいては,

その9例 中の全 例が2.0

以下の陰性値 を示 し,陰

性率100%と なつている

事である.

その他の種 々な る悪性

腫瘍群においては,唯1

例の側 頸 部 淋 巴 肉腫 の

15.8な る陽性例 を除いて

は大体正常値を示 し,そ

の平均値は, 5.21で あつ

た.

さて,次 に各系悪性腫

瘍 性 疾 患 群 に おけ る尿

Pht.値 を更に同系非悪性

腫瘍群 と比較 して詳細に

み るに第6表 より第9表

の如 くな る.

Ⅵ　 泌尿器系疾患患者の

尿Pht.値(第6表 参照)

第6表 に よれば,男 性

悪性腫瘍 として腎腫瘍3

例,胃 癌の睾丸及び膀胱

転移 各1例,ゼ ミノー ム1例,前 立 腺 癌3例,

計9例 の尿, Ac.-Pht.は0.8～54.0で 平均値

14.99を 示 し,そ の内4例 は 著 明 な増 加 を示

し,残 りの 平常値 又は 陰性 値 を示 した ものは

何 れ もX線 治 療 を した もので あつ た事 は 興味

あ る事で あ る.

次に 対照 として,非 悪 性 腫 瘍疾 患 と して,

男性 腎 石症 及 び副 睾 丸 結核 の 各1例 及 び女性

の嚢 腫腎,腎 嚢 腫,腎 膿 腫,ネ フ ロー ゼの各

1例 及び腎 石 症 の2例,計6例 につ い て その

尿, Ac.-Pht.を み るに,先 づ 男性 群 に おい て

は7.5～6.1で 平 均値6.8を 示 し,女 性 群 に

おい ては, 1.5～18.3で 平 均 値6.85を 示 し,

そ の内嚢 腫 腎 と腎 嚢 腫 の2例 に おい て陽 性値

を示 した が,総 体 的 に は,非 悪性 腫 瘍性 疾患

は悪 性腫 瘍性 疾 患 よ りも尿Ac.-Pht.値 は 低

く,殆 ん ど正 常値 に近 い.

第6表　 泌 尿 器 系 疾 患 患 者 の 尿Pht.値

さて文 献的 に以 上 の泌 尿器 系悪 性腫 瘍 と尿

Ac.-Pht.に つ い て 考 察 す るに,忠 田12),横

田13),堀 井17),大 野18)等 は実 験的 動物 の腎障

碍 にお い て,そ の尿 中Ac.-Pht.の 増 量を 認

め て を り,又 臨床 的 には, Huggins8),出 来14),

落合15)等 が 前立 腺癌 に お いて,血 清Ac.-Pht.

の増 量 と同様 に 尿Ac.-Pht.も 増 量す る と述

べ て い る.私 も第6表 に おけ る如 く,前 立 腺

癌3例 につ いて,そ の 尿Ac.-Pht.を 測 つ た

が,之 等 は何 れ も正常値 或は そ れ以 下 の陰性

値 を示 したが,之 等 はX線 治療 を相 等長 期 に

わた り強 く施 行 した例 で,此 の点 は 宮崎27)が

前立腺肥大症において, X線 及びナイ トロゼ

ンマスター ドを投与 し,そ の尿Ac.-Pht.の

減少を認めている様 に,私 の例 もX線 に より

減少を来 した ものか と思われる なお私の腎

悪性腫瘍及び 胃癌の睾丸及び膀胱転移例にお
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いて,著 明な尿Ac.-Pht.の 増加を見た事に

関 しては,何 か特異的 な関連性があ るのでは

ないか と想像 されるが,女 性 の嚢腫腎,腎 嚢

腫等において相当の陽性例を見た事か らして,

その特異性 に関 しては末だ断定 を許 されず,

今後 の研究 に またねばな らない.

Ⅶ　 骨系疾患患者 の尿Pht.値(第7表 参照)

第7表　 骨系統疾患患者の尿Pht.値

骨系悪性腫瘍 として男性上顎癌,肺 癌脊椎

転移,多 発性 ミエロームの各1例,及 び女性

多発性 ミエローム1例 についてみ るに,男 性

例に おいては34.5～64.9で3例 とも著 明 な

陽性 を示 したが,女 性 の ミエ ローム1例 は3.8

の正常値を示 した.し か し之は長期にわた り

X線 治療及びナイ トロー ゼンマスター ドにて

治療 した ものであつた.一 方対照 として骨系

非悪性腫瘍疾患 として男性の大腿骨骨髄炎,

女性 の脊椎カ リエスの各1例 についてみ るに,

何れ も3.6で 大体正常値を示 した.

然 らば何故悪性腫瘍性骨疾患において,そ

の尿Ac.-Pht.が 増加す るかは未だ文献的に

も不明だが,第1編 において同 じく同疾患に

おいて血清Ac.-Pht.が 増量 してい る事か ら

して,何 か之 と関連があ るのではないか と思

われ るが岩鶴22),南 条23)等は 白血病において,

血清pht.が 高 まり更に之が尿中に移行 して

尿Pht.も 高 まる といつている事か らして,

此の両者の間に以上の様な関連性があ るのか

も知れない.

Ⅷ　 結腸癌患者群 の尿Pht.値(第8表 参照)

第8表　 結 腸癌患者の尿Pht.値

男性結腸癌3例,肛 門癌1例,直 腸癌1例

及び女性廻盲部癌1例 計6例 についてその尿

Ac-Pht.を み るに,男 性の結腸癌2例 におい

て陽性例をみたが,之 を もつて特異的な関係

を見出す事は出来なかつた.

Ⅸ　 腹水患者の尿Pht.値(第9表 参照).

第9表　 腹水(主 として癌性腹膜炎による)

患者の尿Pht.値
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癌性腹膜 炎患 者 の男 性4例,及 び女 性5例

計9例 に つ いて,そ の尿Ac.-Pht.を み るに,

全例に おい て2.0以 下 の 陰性 値 を 示 し,そ の

平 均値は0.63で あ る.又 対 照 として非 悪 性

腫 瘍性 腹水 患者 として,女 性 の ネ フ ロー ゼ1

例バン チ氏病3例,妊 娠 性 浮 腫1例,計5例

の腹水 患者 に つい て そ の尿Ac.-Pht.を み る

に,バン チ氏病 の1例 の2.5を 除 いて は4例

と も陰性 値 を示 し,そ の平 均値 は1.38で,癌

性 腹膜 炎 に よ る腹 水 群 の0.63よ り稍 高 い 値

を示 した.

然 らば何 故 腹水 患 者 に おい て,そ の 尿Ac.-

Pht.が 減 少す るか に つ い て,文 献的 考察 を加

えるに, Domochowsky6),堀 井17),大 野18)等

は尿Pht.は 腎 臓 に 由来 す る とい ゝ,横 田13)

もそ の論説 に おい て,尿Pht.は 尿 の生 理 的

意義 よ り考察 す れ ば,体 内 に おい て一 定 の働

きを営 め るPht.が 不用 とな つ て尿 中に排 泄

せ られ る もので あ るか ら して,前 立 腺Pht.

の様 な尿道 に おい て 混入 す る もの を除 け ば,

尿Pht.の 源 泉 を血 液 又 は腎 臓 に とるべ きで

あ ろ うと 述べ て い る.而 して, Kutscher5),

 Bamann及 びSalzer7), Domochowsky6)等 は

赤血 球 に 由来 す る可能 性 は 少 し として い るが,

 Kutcher5),岩 鶴22),南 条23)等 は 血清Pht.の

尿中へ の移行 が 考え られ る と云つ て い る.以

上 よ りして私 の腹 水 患 者 に おけ る尿 中Ac.-

Pht.の 減 少 を考え るに,大 体 に お いて以 上 の

腹水患 者は 重症 疾 患 の末 期 で,腎 機 能が 著 し

く衰 えた ものばか りで あ るが 為 に, Ac-Pht.

の腎 よ り尿 中へ の排 泄 力が 衰 え た 為 と,今 一

つ は男子 に おい ては 体 力 の消 耗著 しき為 に,

そ の前立 腺,そ の他 の性 腺 等 の活動 もにぶ り

その分泌 液 のAc.-Pht.の 尿 中へ の漏 出が 殆

ん どな くなつ た 為 等 に よ り,全 体 的 に 尿 中

Ac.-Pht,が 著 し く減 少 せ る もの と推察 され る.

 X黄 疽 患者 の 尿Pht.値(弟10表 参照).

男性 胆 石症4例 及び 胆嚢 炎 によ る 黄疽 男女

各1例 膵頭 部 癌 に よ る閉 塞性 黄疽1例,計7

例 に つ い て 尿Ac.-Pht.を み るに,平 均 値

1.74で7例 中5例 の 陰性 例 をみ た .之 は 前述

の腹 水患 者 にお け る現 象 とよ く似 てお り,肝

機能の衰えた為に現われた間接的現象ではな

いか と思 われ る.一 方Al.-Pht.に お いて は

第1編 の血 清 の 如 く閉 塞 性 黄疽 と実 質性 黄疽

との間 に,さ ほ ど劃 然た る差は見 られ ない が,

総 体 的 にみ て そ の6例 中3例 即 ち50%の 陽性

率 を見 た事 は 興味 深 く,や は り血 清Al.-Pht.

の増 加 に伴 い,そ の 尿中へ の移 行 が 想像 され

る.而 して之 を文 献的 に み るに,黄 疽患 者 の

血 清Al.-Pht.に 関 す る研究 の甚 だ豊 富な の

に比 べ て,尿 のAl-Pht.に 関 す る研究 は 非

常 に 少 く,僅 か に 本 邦 にお い て2～3見 られ

るのみ で あ る.即 ち福 田20)は 実 験 的に 犬 の 閉

塞 性 黄疽を起 さし,そ の血 清Al.-Pht.に 著

しい増 量を 認 めたが,尿 のAl.-Pht.に は 大

した 変 化は 見 られ なか つ た と述 べ 又宮 野25)も

黄疽 を 伴え る肝 疾患 に お いて,血 清Al.-Pht.

は著 しい増 量 を認 めた が,尿Al.-Pht.に は幾

分 の増 量せ る もの も見 られ るが概 して正常 範

囲 の ものが 多 い と述 べ て い るが,此 の問 題 に

関 しては なお 今 後の研 究 に待 つべ きで あろ う.

第10表　 黄疽患者の尿Pht.献

結 論

私は 主 として悪性 腫瘍 疾 患患 者 の 尿 中Pht.

を測 定 し,併 せ て 対照 と して種 々な る非 悪性

腫 瘍性 外科的 疾 患患 者 の 尿Pht.を 測 り,大

体 次 の如 き結 果を得 た.即 ち,

1)　 正常 人 尿にお い ては, Ac.-Pht.の 方が

Al.-Pht.よ りも遙 か に強 力に存 在 す る.そ し

て 男 女性 別 に よ る差 は さほ ど著 明 に見 られ な
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かつた.

2)　 種 々なる外科的疾患における男性36例,

女性28例 の尿Ac.-Pht.の 平均値は,男 性の

方が女性 よ りも大 分 高 値 を示 した.又Al.-

Pht.に おいて も男性 の方が高値 を示 した.

3)　 悪性腫瘍患者群の方が非悪性腫瘍性患

者群に比べて,そ の尿Ac.-及 びAl.-Pht.共

に大分高値 を示 した.

4)　 悪性腫瘍患者群の尿Ac.-Pht.の 増量

を示 した例を,各 器官系に区別すれば,骨 系

において最 も強 く,次 いで泌尿生殖器系,結

腸 系,と なつている.そ して之等 は第1編 に

おける血清Ac.-Pht.の 増量を示せ る疾患群

とよ く似ている.

5)　 悪性腫瘍性,非 悪性腫瘍性 の如何 を問

わず 総べて腹 水疾 患 群に おいては,そ の尿

Ac.-Pht.の 著 しい低 値 を示 した.

6)　 黄 疽 患 者に お い ては,尿Ac.-Pht.は

腹 水患 者 と同様 概 ね低 値 を 示 し, Al.-Pht.に

おい ては 血 清Al.-Pht,に は 及ばぬ が,幾 分

増量 を 示 した.

7)　 尿Al.-Pht.に 関 しては,悪 性 腫 瘍 患

者 及び 黄疽 患 者等 に お い てや ゝ増量 を見 る外

は余 り大 した 変化 は 見 られ ず,臨 床的 意義 も

大 して認 め られ なか つ た.

擱筆するに臨み,終 始御懇篤なる御指導と御校閲

を賜わつた,恩 師津田敎授に深甚なる感謝の意を表

する.

なお本論文要旨は昭和29年 第64回 岡山医学会総会

において発表した.

本研究は文部省科学研究費に拠つた.鼓 に感謝の

意を表す.
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Studies on Phosphatases in Malignant Tumor.

II. Studies on phosphatases in urine.

By

Yukishige Koshimune.

Acid and alkaline phosphatase contents taken from the urine of patients with malignant

 and non-maignant tumors were determined as described in the previous paper and the

following results were obtained :

1) When comparing with phosphatases in the blood serum, alkaline phosphatase

 activity in the urine was lower than that of acid phosphatase in normal man. But no

 difference of phosphatase activity was observed between man and woman.

2) Acid and alkaline phosphatase contents in the urine taken from cases with malignant

 tumors showed a higher value than those with non-malignant tumor.

3) In those with diseases of the bone, the increase of acid phosphatase contents in

 the urine was greatest when malignant tumor was combined with it. In diseases of urogeni

tal organ and colon phosphatase showed a higher concentration than the usual value, and

 the former showed a higher value than the latter.

4) In case of carcinomatous peritonititis or ascites from non-malignant tumor, a signi

ficant decrease in acid phosphatase content was found.

5) In case of jaundice, a low value of acid phosphatase was observed though the

 content of alkaline phosphatase showed an increased.


